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歳　入�
2,834,410,872円�
総人口　6,804人�
416,580円�

人�

村税�
636,188,482円 �
22.4%

地方交付税�
1,003,294,000円 �
35.4%

地方譲与税�
38,726,000円�
1.4%��
利子割交付金�
8,464,000円�
0.3%��
配当割交付金�
2,192,000円�
0.1%��
株式等譲渡所得割�
交付金�
1,803,000円�
0.1%��
地方消費税交付金�
60,689,000円�
2.1%��
ゴルフ場利用税�
交付金�
24,304,058円�
0.8%��
自動車税取得交付金�
25,154,000円�
0.9%��
地方特例交付金�
27,469,000円�
1.0%

村債�
 458,600,000円 16.2%��
諸収入�
 45,905,082円 1.6%��
繰越金�
 67,044,729円 2.4%��
�
�
�
�
�
���
繰入金�
 126,800,113円 4.5%��
寄付金�
 20,000円 0.0%��
財産収入�
 1,866,311円 0.1%��
府支出金�
 181,935,625円 6.4%��
国庫支出金�
 67,946,751円 2.4%��
使用料及び手数料�
 29,556,271円 1.0%��
分担金及び負担金�
 25,281,450円 0.9%��
交通安全対策特別交付金�
 1,171,000円 0.0%

＝ 介 護 保 険 ＝ ＝ 老 人 保 健 ＝ ＝ 国民健康保険 ＝
特
別
会
計

介護保険は、介護を家族だけの
負担としないで、介護サービス
により、高齢者と家族をともに
支えていこうとするものです。
保険給付費の内訳
居宅サービス給付費 ２億2,287万円
施設サービス給付費 １億0,537万円
居宅サービス計画給付費 1,799万円
住宅改修費 410万円
福祉用具購入費 145万円
高額サービス費 252万円
審査支払手数料 48万円
計 ４億2,478万円

被保険者数 1,573人

75歳以上（昭和７年９月30日以前
に生まれた人を含む）の人と65

歳以上で一定の障害のある人が
医療機関にかかった場合の医療
費を支出する会計です。

受給者数　994人
受給者１人当たり
¡医療費　775,393円

加入世帯　1,198世帯
被保険者　2,531 人
被保険者１人当たり
¡医療保険料 83,038円
¡医療費 233,085円
加入世帯１世帯当たり
¡医療保険料 175,433円
¡医療費 360,523円

（診療所）
受診者数　4,209人
公債費年度末残高

９千８２９万円

平
成
16
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が

50
億
２
３
１
万
円
、
歳
出
が
49
億
６
千
66
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
　
入

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
２

億
６
千
７
３
１
万
円
（
８
・
６
％
）
減
の
28

億
３
千
４
４
１
万
円
で
し
た
。主
な
内
容
は
、

地
方
交
付
税
10
億
３
２
９
万
円
（
対
前
年
度

比
４
・
６
％
減
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
村

税
６
億
３
千
６
１
８
万
円（
同
３
・
６
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
が
、
高
齢
化
や
人
口
の

減
少
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
交
付
税
の

見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
と
も
に
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
決
算
状
況
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＝ 下水道事業 ＝＝ 金剛山観光事業 ＝
緊張索交換工事および風速計取
替工事をしました。

¡金剛山ロープウェイ
運転回数　7,567回
輸送人数　13万1,596人
¡香楠荘
定員 53人
宿泊者数 4,825人

公債費年度末残高
1,203万円

森屋、水分、川野辺、小吹台地
区の一部で、汚水管渠布設工事
などを実施し、40.09haの面整備
を行いました。事業費は8,719万
円です。

下水道普及率（年度末）
67.1％
公債費年度末残高
14億5,350万円

＝ 水道事業会計決算状況 ＝

（単位：千円）

（単位：千円）

平成17年３月末現在 ６億4,452万４千円

給　　水　　人　　口 116 , 7 6 4人

給　　水　　戸　　数 112 , 4 1 3戸

年 間 総 配 水 量 8 2 1 , 1 1 4k

年 間 総 有 収 水 量 7 4 9 , 1 0 1k

富田林市水 2,480K （0.3％）�

水源依存率 

大阪府営水 140,140K（17.1％）�

自己水  678,494K�
（82.6％）�

水　道　事　業　収　益 1 6 6 ,3 5 1

水　道　事　業　費　用 1 5 0 ,9 0 2

平 成 1 6 年 度 純 利 益 1 15 ,4 4 9

収　　　　　　　　　入 41 , 9 1 4

支　　　　　　　　　出 87 , 7 6 0

収 支 差 引 不 足 額 45 , 8 4 6

１．収益的収支〔消費税抜〕

収益は、１億6,635万１千円（前年度より

4.7％増）でした。主なものは水道料金で１

億4,273万１千円となっています。

費用は、１億5,090万２千円（前年度より

0.4％減）でした。主な内訳は、配水及び給

水費で869万２千円（対前年度比24.4％減） 、

総係費で4,887万４千円（対前年度比3.0％増）

です。この結果、純利益が1,544万９千円と

なり、年度末累積欠損金として3,890万円を

翌年度に繰り越しました。

２．資本的収支〔消費税込〕
主な事業は、老朽管（石綿管）更新工事な

どです。収支差引での不足額4,584万６千円は、

過年度分損益勘定留保資金などで補てんしま

した。

３．企業債年度末残高

４．業務状況

５．水源依存率

会計別歳入歳出決算状況

区分 歳　入 歳　出 差 引 額 翌 年 度 実　質
会計別 繰越財源 収支額
一　般　会　計 283,441 277,053 6,388 569 5,819
国民健 事業勘定 58,506 55,317 3,189 0 3,189
康保険 施設勘定 6,335 6,464 －129 0 －129

老　人　保　健 76,779 78,221 －1,442 0 －1,442
介　護　保　険 44,628 44,084 544 0 544

下 水 道 事 業 26,905 26,905 0 0 0

金剛山観光事業 3,637 8,022 －4,385 0 －4,385
合　　計 500,231 496,066 4,165 569 3,596

特
別
会
計

（単位：万円）

歳
　
　
出

歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
億
６
千
４

１
５
万
円
（
８
・
７
％
）
減
の
27
億
７
千
53

万
円
で
し
た
。
主
な
事
業
は
、
た
め
池
整

備
事
業
１
千
５
８
７
万
円
、
救
急
自
動
車

購
入
事
業
１
千
４
４
９
万
円
﹇
写
真
﹈で
す
。

財
政
指
標

毎
年
度
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
が

収
入
に
占
め
る
割
合
を
示
す
経
常
収
支
比

率
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
６
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
、
１
０
１
・
９
％
と
な
り
ま
し
た

が
、依
然
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
公
債
費
（
借
入
金
の
返
済
に
か
か

る
経
費
）
の
負
担
割
合
を
示
す
起
債
制
限

比
率
は
、
村
税
や
交
付
税
な
ど
の
収
入
の

減
に
よ
り
、
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、

12
・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

公
債
費
年
度
末
残
高

31
億
２
千
８
百
91
万
円

歳　出�
2,770,528,358円�

�
407,191円�

人�

総務費�
483,450,042円 �

17.4%

公債費�
465,033,186円 �

16.8%

民生費�
472,033,176円 �

17.0%

教育費�
434,858,707円 �

15.7%

衛生費衛生費�
278,558,825278,558,825円 �

10.1%10.1%

衛生費�
278,558,825円 �

10.1%

議会費　87,760,807円　3.2%

農林水産業費　112,671,585円　4.1%商工費　51,379,994円　1.9%

土木費　�
217,252,613円　7.8%

消防費　�
167,075,848円�
6.0%

諸支出金　453,575円　0.0%
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村職員などの給与については、村の条例に基づき支給され、その内容は毎年度、

村議会で審議されていますが、より広くその内容をご理解いただくため、平成17年

４月１日（一部10月１日）現在の職員の給与状況などを公表します。

〈問い合わせ〉秘書政策課

村職員の給与の実態

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 計

区分 １級 ２級 ３級 ４級

⑦一般行政職の級別職員数の状況

（任期付職員）

標 準 的 な 主　　　　　事 係長・主査 次長 部長

職 務 内 容 技　　　　　師 主事・技師 課長 理事

４月１日現在 ０人 １人 ０人 3人 1 8人 2 3人 1 6人 8人 4人 7 3人

10月１日現在 ０人 １人 ０人 3人 16人 25人 16人 ７人 0人 68人

本年度 ０％ 1 .4％ ０％ 4 .1％ 2 4 . 6％ 3 1 . 5％ 2 1 .9％ 1 1 .0％ 5 .5％ 1 0 0％

前年度 ０％ 1 .3％ ０％ 4 .0％ 3 0 . 7％ 2 5 . 3％ 2 1 .3％ 1 0 .7％ 6 .7％ 1 0 0％

補職名 参　　　与

職員数 ０人 ０人 １人 ４人

構
成
比

職
員
数

⑥職員の初任給の状況

千　早　赤　阪　村 国

採用２年経過日 初任給 採用２年経過日初任給
給　料　額 給　料　額

一般行政職
大 学 卒 1 8 4 ,4 0 0円 1 9 8 , 6 0 0円 1 7 0 ,7 0 0円 1 8 4 ,4 0 0円

高 校 卒 1 5 4 ,3 0 0円 1 7 0 , 7 0 0円 1 3 8 ,8 0 0円 1 4 8 ,5 0 0円

区　　　　　分

一　般　行　政　職
区　　分

平均給料月額 平均年齢

千早赤阪村 333,000円 43.9歳

（注）一般行政職とは、水道、税務、幼稚園などを
除いた一般事務職員です。（注）ラスパイレス指数とは、国

家公務員の給与を100とした
場合の地方公務員の給与水
準を示したものです。

10月１日現在

（平成16年度）
④職員の平均給料月額および平均年齢の状況

千早赤阪村 91.2 前年比
△ 7.0

府内11町
97.4 前年比

村平均 △ 2.9

③ラスパイレス指数の状況

区　　　分 勤続年数10年 勤続年数15年 勤続年数20年

一般行政職
大学卒 257,260円 304,190円 347,795円

高校卒 222,870円 265,430円 313,025円

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

17年度
人 千円 千円 千円 千円 千円
91 354,319 88,994 156,081 599,394 6,587

②職員給与費の状況（一般会計予算）

区 分
職員数
Ａ

給　　　与　　　費

給　料 職員手当 期 末 ・
勤勉手当 計　Ｂ

１人当たり
給 与 費
（Ｂ／Ａ）

16年度
平成17年３月31日 千円 千円 ％ ％

6,767人 2,770,528 854,985 30.9 37.0

①人件費の状況（普通会計決算）

区 分
住民基本台
帳人口

（年度末）

歳出額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
15年度の
人件費率

主査
主事
技師

主査
主事
技師

課長
参事
課長代理



5

区分 区分 千　早　赤　阪　村 国

配偶者 月額　13,500円

２人目まで月額 6,000円

３人目より月額 5,000円

同じ（上記の額に加算）

5,000円

27,000円を
限度として
支給

3,000円

持家・世帯主などの者 異なる

45,000円まで全額支給

交通機関利用者 45,000円以上は、
最高限度額50,000円
まで支給

自動車など交通

用具利用者

（２km未満は、特に 一部

承認した者のみ） 異なる

17年度支給率 10％

17年度1人当たり平均支給月額 35,486円

17年度支給総額 5,736千円

17年度1人当たり平均支給月額 7,966円

職員全体に占める手当支給職員の割合 14.2％

手当の種類（代表的な手当の名称：普通索
道事業従事手当、診療所診療事務従事手当） 10

区分 千早赤阪村 国

（平成17年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

６月期 1.40月分 0.70月分

12月期 1.60月分 0.70月分 同じ

計 3.0月分 1.4月分

職制上の段階、職務の級などによる加算措置４級
（主査以上）～９級（５％～15％）

区分 千早赤阪村 国

（支給率）

自己都合　 勧奨定年

勤続20年　　21.00月分　27.03月分

勤続25年　　33.75月分　42.12月分 一部

勤続35年　　47.05月分　59.28月分 異なる

最高限度額　59.28月分　59.28月分

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置

（２％～30％）

満16歳から満22歳
までの子１人につ
き

２km未満 2,000円

２km以上５km未満 3,800円

５km以上10km未満 4,100円

10km以上15km未満 6,500円

15km以上20km未満 8,900円

20km以上25km未満 11,300円

25km以上30km未満 13,700円

30km以上35km未満 16,100円

35km以上40km未満 18,500円

40km以上 20,900円

（新築・取得の
場合５年間は、
6,000円）

借家で家賃（１万２千円を
超える額）を支払っている
者

⑧職員手当の状況

区　分 給　料　月　額　等

村　長 671,500円

助　役 578,000円

議　長 340,000円（４月は329,000円）

副議長 320,000円（４月は310,000円）

議　員 295,000円（４月は286,000円）

村　長 （平成17年度支給割合）

助　役 6月期　　2.10月分

12月期　　2.30月分

計　　4.40月分

議　長 （平成17年度支給割合）

副議長 6月期　　2.10月分

議　員 12月期　　2.30月分

計　　4.40月分

⑨特別職の報酬などの状況

⑩定員の状況
部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

（注）職員数は一般職に属する職員数（教育長含む）で、地方公
務員の身分を有する休職者・派遣職員などを含み、臨時ま
たは非常勤職員は除きます。

扶
養
手
当

住
居
手
当

調
整

手
当

時
間
外

勤
務
手
当

通
　
勤
　
手
　
当

特
殊
勤
務
手
当

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

退
職
手
当

そ
の
他
の

扶
養
親
族

議　会

総　務

税　務

農　林

商　工

土　木

民　生

衛　生

小　計

教　育

小　計

一般会計計

病　院

水　道

交　通

下水道

その他

小　計

合　計

2 2 2

3 0 2 6 2 5 △ 1 業務の統合

7 6 6

4 3 3

4 3 2 △ 1 業務の統合

1 0 1 0 1 0

7 7 7

9 8 8

7 3 6 5 6 3 △ 2

2 2 2 6 2 7 1

2 2 2 6 2 7 1

9 5 9 1 9 0 △ 1

4 4 4

5 5 5

7 2 2

5 4 3 △ 1 業務の統合

8 6 6

2 9 2 1 2 0 △ 1

1 2 4 1 1 2 1 1 0 △ 3

公
営
企
業
等
会
計

特
別
行
政

一
　
　
般
　
　
行
　
　
政

区　　分 職　員　数（単位：人） 対前年
主な増減理由

部　　門 平成15年 平成16年 平成17年 増減数

給
料

報
　
酬

基
　
末
　
手
　
当
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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�

議
会
だ
よ
り�

－ 編集 －�

議 会 広 報�
編集委員会�

第
74
号

９月定例会のあらまし

平成17年９月の千早赤阪村議会定例会（第３回）は、９月13日に開会し、条例

制定・改正、補正予算、平成16年度決算、意見書など計20議案をそれぞれ可決・

認定し、29日の一般質問をもって閉会しました。

平
成
16
年
度
の
各
会
計
の
決
算
は
、

14
日
の
本
会
議
に
お
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
。一
般
会
計
の
監
査
報
告
で
は
、

「
実
質
単
年
度
収
支
は
改
善
さ
れ
た
が
、

基
金
（
積
立
金
）
の
取
り
崩
し
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
実
質
は
赤
字
で
あ
る
。
今

後
の
予
測
と
し
て
退
職
者
の
増
加
に
よ

る
村
税
の
減
少
や
地
方
交
付
税
は
三
位

一
体
改
革
の
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
更
に
財
政
基
盤
が

悪
化
す
る
」と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
村
長
か
ら
は
、
歳
入
で
は
地
方

交
付
税
や
村
税
な
ど
が
減
収
と
な
っ
た

も
の
の
、
歳
出
で
は
第
２
次
財
政
健
全

化
方
策
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
に

よ
り
、
人
件
費
や
物
件
費
、
扶
助
費
、

補
助
金
が
減
少
し
財
政
構
造
の
健
全
化

を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り

２
・
６
％
改
善
し
、
１
０
１
・
９
％
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
１
０

０
％
を
超
え
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
も
危
機
的
な
財
政
状
況
が
続
く
も
の

と
予
測
さ
れ
る
。
再
生
委
員
会
に
お
い

て
新
た
な
財
政
健
全
化
策
を
議
論
し
、

更
な
る
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
む
旨

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
の
審
議
を

行
い
、
賛
否
の
討
論
を
経
て
、
そ
れ
ぞ

れ
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
決
算
を
認
定

平成16年度一般会計・特別会計決算

平成16年度水道事業会計決算

会　計　別 歳　入 歳　出 差　引

一　般　会　計 2,834,411 2,770,528 63,883

国民健康保険特別会計

（事業勘定）
585,058 553,171 31,887

国民健康保険特別会計

（直営診療施設勘定）
63,354 64,640 △01,286

老人保健特別会計 767,788 782,206 △14,418

介護保険特別会計 446,283 440,845 5,438

下水道事業特別会計 269,052 269,052 0

金剛山観光事業特別会計 36,373 80,216 △43,843

区　　　分 収　入 支　出 差　引

収 益 的 収 支 166,351 150,902 15,449

資 本 的 収 支 41,914 87,760 △45,846

（単位：千円）

（単位：千円）

今
回
の
本
会
議
に
お
い
て
、「
一

般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す

る
条
例
」
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数

で
成
立
し
ま
し
た
。

任
期
付
職
員
と
は
、
一
般
職
の
職

員
で
高
度
の
専
門
的
な
知
識
、
経
験

ま
た
は
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
を

任
期
を
定
め
て
採
用
し
、
そ
れ
ら
の

職
員
の
適
切
な
処
遇
を
可
能
と
す
る

も
の
で
、
今
回
、
行
政
側
か
ら
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

村
で
は
10
月
１
日
か
ら
行
政
の
機

構
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
部
制
を
廃
止
し
、

簡
素
で
フ
ラ
ッ
ト
な
課
制
に
移
行
と

な
り
ま
す
。

議
会
で
は
次
の
３
本
柱
を
中
心
に

本
条
例
を
審
議
し
ま
し
た
。

q
機
構
改
革
に
よ
る
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
充
実
に
つ
な
が
る
の

か
？

w
勧
奨
退
職
制
度
の
継
続
、
充
実
お

よ
び
人
件
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る

の
か
？

e
60
才
ま
で
の
再
就
業
制
度
と
し
て

妥
当
な
の
か
？

【
反
対
討
論
】

q
部
制
の
廃
止
は
業
務
の
推
進
に
な

ら
な
い
。

w
退
職
金
支
払
い
の
前
倒
し
で
あ
り

財
政
見
通
し
が
明
確
で
な
い
。

e
人
件
費
の
見
直
し
、
財
政
負
担
の

軽
減
が
図
ら
れ
て
い
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

q
本
条
例
は
「
地
方
公
共
団
体
の
一

般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

w
地
方
分
権
の
進
展
や
民
間
に
お
け

る
多
様
化
に
対
応
し
て
い
る
。

e
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
て

い
る
。

r
職
員
の
能
力
が
充
分
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
、
ま
た
住
民
が
納
得
で
き

る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

【
退
席
理
由
】

①
村
三
役
の
給
料
の
更
な
る
削
減
が

示
さ
れ
て
い
な
い
。

②
部
長
制
廃
止
は
拙
速
で
あ
る
。

賛
否
両
論
の
結
果
は
次
の
通
り
。

賛
成
（
無
会
派
・
公
明
党
）

４
票

反
対
（
日
本
共
産
党
）

３
票

退
席
（
新
政
会
）

２
名

次
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

し
、
関
係
大
臣
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。

¡

分
権
時
代
の
新
し
い
地
方
議
会
制

度
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

¡

道
路
整
備
の
推
進
及
び
そ
の
財
源

確
保
に
関
す
る
意
見
書

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

条
例
を
制
定

意
　
見
　
書
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関
口
議
員

郵
政
民
営
化
に
反
対
の
声
を

郵
政
民
営
化
に
反
対
の
声
を

く
す
の
き
ホ
ー
ル
の
有
効
活
用
を

く
す
の
き
ホ
ー
ル
の
有
効
活
用
を

今
年
の
６
月
に
千
早
赤
阪
村
再
生

委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
委
員
は

各
種
団
体
の
代
表
な
ど
16
名
で
構
成

さ
れ
、
議
会
か
ら
は
議
長
、
総
務
民

生
、
産
業
建
設
の
両
常
任
委
員
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

「
村
の
再
生
に
向
け
た
道
筋
を
提

案
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
の
が
目
的

で
、
こ
れ
ま
で
７
回
の
委
員
会
を
開

催
し
、
審
議
し
て
き
ま
し
た
。

村
の
危
機
的
な
財
政
を
ど
の
よ
う

に
立
て
直
す
の
か
。
そ
の
た
め
に
収

入
を
ど
の
よ
う
に
増
や
し
、
支
出
を

ど
の
よ
う
に
減
ら
す
か
が
審
議
の
中

心
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

収
入
を
増
や
す
こ
と
で
は
、
村
税

の
徴
収
率
の
向
上
、
使
用
料
、
手
数

料
、
受
益
者
負
担
の
見
直
し
、
財
産

処
分
な
ど
で
５
年
間
の
効
果
額
は
、

９
４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
支
出
で
は
、
人
件
費
等
の
抑

制
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
で
同

じ
く
効
果
額
は
３
億
４
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
実
施
さ

れ
た
と
し
て
も
目
標
年
次
の
５
年
後

で
あ
っ
て
も
、
な
お
４
億
２
千
万
円

の
財
源
不
足
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
行
財
政
改
革
を
実
施
し
な

け
れ
ば
さ
ら
に
４
億
円
、
合
計
９
億

円
以
上
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
審
議
を
通
じ
て
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
、
財
政
危
機
を
打
開

す
る
た
め
に
は
、
人
件
費
の
削
減
、

住
民
へ
の
負
担
増
な
ど
、
住
民
の
み

な
さ
ん
に
も
負
担
を
し
い
る
内
容
と

い
う
点
で
す
。

再
生
委
員
会
の
目
的
が
、「
元
気

プ
ラ
ン
」
を
つ
く
る
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
元
気
の
で
る
村
づ
く
り
の
審

議
こ
そ
中
心
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
財
政
難
だ
か
ら
「
あ
れ
も
で

き
な
い
、
こ
れ
も
で
き
な
い
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
後
退
さ
せ
る
。
住
民
負

担
を
増
や
す
」
こ
と
ば
か
り
で
は
、

元
気
が
で
な
く
な
り
ま
す
。
真
に
元

気
を
出
そ
う
と
思
え
ば
住
民
も
参
加

し
て
、
村
づ
く
り
を
す
す
め
る
、
そ

の
た
め
の
具
体
的
で
実
現
可
能
な
方

針
を
示
す
こ
と
こ
そ
大
事
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

今
後
元
気
に
向
け
て
の
素
案
を
住

民
の
み
な
さ
ん
に
説
明
を
し
、
意
見

を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
住
民

か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
を
最
大

限
取
り
入
れ
る
努
力
が
行
政
に
求
め

ら
れ
ま
す
。

村
再
生
委
員
会
の
経
過
と

「
元
気
プ
ラ
ン
」

いっぱん 質 問�いっぱ ん 質 問�いっぱ ん 質 問�いっぱ ん 質 問 �

９月議会では、８人の議員が一般質問を行いました。
内容（500字以内）は、質問した議員の責任で作成したものです。

マ
ス
コ
ミ
の
小
泉
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
受
け
て
勝
利
し
た
小
泉
首
相
は
、

「
郵
政
民
営
化
に
賛
成
だ
と
国
民
が

答
え
を
出
し
た
」
と
今
国
会
で
の
郵

政
民
営
化
を
狙
っ
て
い
る
。
郵
政
民

営
化
は
村
民
に
と
っ
て
何
一
つ
い
い

こ
と
は
な
い
。
村
長
の
所
見
と
村
民

へ
の
影
響
を
伺
う
。

（
村
長
）
郵
政
事
業
は
国
の
事

業
で
あ
り
、
私
は
コ
メ
ン
ト
で
き
な

い
。
総
選
挙
の
結
果
で
、
民
営
化
は

既
定
事
実
に
な
っ
た
と
理
解
す
る
。

村
民
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

自
民
が
勝
利
し
た
の
は
、
選

挙
制
度
の
弊
害
だ
。
民
営
化
で
村
の

３
つ
の
簡
易
局
で
は
金
融
業
務
が
で

き
な
く
な
り
、
年
金
の
取
り
扱
い
や

公
共
料
金
な
ど
の
振
り
込
み
が
で
き

な
く
な
る
。
村
民
の
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
が
出
る
。
農
協
の
合
併
で
、

千
早
や
東
阪
、
小
吹
台
で
は
郵
便
局

が
唯
一
の
金
融
窓
口
だ
。
金
融
窓
口

が
な
く
な
る
と
過
疎
化
が
す
す
む
。

民
営
化
に
反
対
を
表
明
す
べ
き
だ
。

く
す
の
き
ホ
ー
ル
の
利
用
は

年
々
減
少
し
、収
入
も
減
っ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
だ
け
で
は

な
く
、
練
習
な
ど
に
安
値
で
貸
し
出

し
、
収
入
と
利
用
者
数
を
増
や
す
努

力
が
必
要
だ
。

再
生
委
員
会
で
も
意
見
が
で
て

い
る
。
存
続
す
る
た
め
に
も
経
費
の

削
減
に
考
慮
し
様
々
な
利
用
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

視
聴
覚
室
へ
の
ピ
ア
ノ
設
置

を
要
望
す
る
。
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国
道
３
０
９
号
バ
イ
パ
ス
の
開

通
に
よ
り
、
村
内
を
通
る
車
が
北
水

分
・
川
野
辺
地
区
は
南
水
分
地
区
の

２
倍
以
上
に
な
っ
た
。
川
野
辺
バ
ス

停
は
学
童
の
通
学
路
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
場
所
へ
の
信
号
機
の
設
置
を
求

め
る
。指

摘
の
よ
う
に
北
水
分
・
川
野

辺
地
区
の
車
輌
の
交
通
量
は
大
幅
に

増
え
た
。
こ
の
場
所
な
ら
び
に
北
水

分
の
バ
ス
停
へ
は
押
し
ボ
タ
ン
式
の

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

要
望
し
て
き
た
。
引
き
続
き
関
係
機

関
へ
要
望
し
て
い
く
。

併
す
る
た
め
に
は
今
、
自
立
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
合
併

す
る
相
手
は
今
の
と
こ
ろ
全
く
な
い
。

合
併
す
る
相
手
も
な
い
の
に

な
ぜ
引
き
続
き
合
併
の
方
針
を
変
更

し
な
い
の
か
。相
手
も
い
な
い
以
上
、

合
併
せ
ず
自
立
を
め
ざ
す
方
針
に
切

り
か
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

合
併
で
き
る
よ
う
な
含
み
を
も
た
せ

る
こ
と
は
住
民
に
誤
解
を
与
え
る
。

富
田
林
な
ど
と
の
４
市
町
村
の

合
併
は
破
綻
し
た
。
と
こ
ろ
が
３
月

議
会
で
の
村
長
の
所
信
で
は
「
将
来

を
見
据
え
た
市
町
村
合
併
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
い
っ
た

ん
つ
ぶ
れ
た
合
併
を
再
び
押
し
す
す

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
体
ど
こ
と

合
併
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
合

併
を
す
る
相
手
は
ど
こ
な
の
か
。

自
立
な
く
し
て
合
併
な
し
。
合

徳
丸
議
員

川
野
辺
バ
ス
停
に
信
号
機
を

川
野
辺
バ
ス
停
に
信
号
機
を

今
後
は
合
併
で
は
な
く
自
立
の
村
を

今
後
は
合
併
で
は
な
く
自
立
の
村
を

村
道
の
維
持
管
理
は
村
の
責
任
で

村
道
の
維
持
管
理
は
村
の
責
任
で

10
月
か
ら
介
護
保
険
は
施
設
で

の
住
居
費
、
食
費
が
保
険
給
付
で
な

く
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
家
事
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
も
原
則
廃
止
で
す
。

現
状
で
も
、
低
所
得
の
人
は
１
割

負
担
の
た
め
支
給
限
度
額
の
40
％
程

度
し
か
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
お
ら
ず
、

今
度
の
改
悪
で
高
所
得
者
だ
け
の
介

護
役
員
に
な
り
ま
す
。

低
所
得
の
人
に
は
、
負
担
上
限

や
補
足
給
付
の
配
慮
が
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

厚
労
省
は
、「
必
要
な
介
護
が

受
け
ら
れ
な
い
人
を
つ
く
ら
な
い
」

調
査
も
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
。

国
の
調
査
に
則
し
て
村
で
も
検

討
し
ま
す
。

野
上
議
員

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
介
護
保
険
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
介
護
保
険
に

村
道
の
改
修
要
望
に
「
材
料
支

給
で
、や
っ
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
る
」

と
の
声
を
聞
く
が
、
村
道
の
管
理
責

任
は
村
で
す
。
ど
う
考
え
る
の
か
。

維
持
管
理
の
責
任
は
村
に
あ
る

こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
緊

急
な
補
修
工
事
は
必
要
に
応
じ
村
が

や
っ
て
い
ま
す
。
地
区
に
協
力
を
い

た
だ
く
こ
と
も
含
め
維
持
管
理
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

財
政
上
か
ら
維
持
補
修
が
さ
れ

な
い
で
交
通
事
故
な
ど
あ
れ
ば
賠
償

や
必
要
以
上
の
改
修
に
な
る
リ
ス
ク

が
で
ま
す
。
地
区
の
協
力
を
得
る
に

は
十
分
な
理
解
が
大
切
で
す
。

安
全
の
確
保
や
維
持
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
地
区
へ
の
協
力
を
求
め

る
こ
と
は
、
十
分
な
理
解
や
了
解
を

得
た
所
で
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

小
学
校
統
廃
合
問
題
に
つ
い

て
、
平
成
14
年
度
に
小
学
校
４
校
を

１
校
に
統
合
す
る
答
申
が
出
さ
れ
た

が
、
現
在
も
生
き
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

14
年
度
の
審
議
会
に
お
い
て
、

新
設
１
校
が
望
ま
し
い
と
の
答
申
に

つ
い
て
は
、
尊
重
し
て
取
り
組
む
方

針
で
す
。答

申
は
尊
重
し
て
取
り
組
む

方
針
で
あ
る
と
の
事
で
す
が
、
現
在

の
財
政
状
況
に
お
い
て
今
す
ぐ
取
り

組
ん
で
行
く
事
は
、
大
変
難
し
い
事

で
あ
る
と
の
答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。

私
は
次
の
提
案
を
致
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
ま
村
の
生
き
る
道
は
現

在
を
の
り
き
る
事
が
一
番
大
切
で
あ

る
事
は
私
も
百
も
承
知
で
あ
り
ま
す

が
、
村
を
再
生
す
る
に
は
人
づ
く
り

で
あ
り
ま
す
。
政
府
の
教
育
特
区
に

認
定
し
て
頂
け
る
か
ど
う
か
分
り
ま

せ
ん
が
、
幼
・
小
・
中
の
一
貫
教
育

を
行
い
、
ど
こ
の
市
町
村
に
も
負
け

な
い
教
育
に
熱
心
な
村
に
す
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
千
早
赤
阪
村

に
住
め
ば
、
村
の
人
た
ち
全
員
が
子

ど
も
の
教
育
に
あ
た
っ
て
く
れ
る
。

豊
田
議
員

め
ざ
せ
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校

一
貫
教
育
！

め
ざ
せ
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校

一
貫
教
育
！
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清
井
議
員

井
上
議
員

村
の
活
性
化
に
団
塊
の
世
代
の
活
用
を

村
の
活
性
化
に
団
塊
の
世
代
の
活
用
を

道
路
側
溝
の
改
善
を

道
路
側
溝
の
改
善
を

棚田保全活動

そ
ん
な
評
判
の
た
つ
教
育
の
村
に
す

べ
く
、
教
育
委
員
会
は
努
力
す
る
べ

き
で
あ
り
ま
す
。
企
業
を
誘
致
す
る

よ
り
人
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
校
舎

に
つ
い
て
は
、
赤
阪
小
学
校
を
利
用

し
２
階
建
て
を
３
階
に
す
る
と
か
、

小
学
校
と
中
学
校
も
統
合
し
、
運
動

場
は
現
在
の
中
学
校
や
村
民
グ
ラ
ン

ド
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

平
成
19
年
以
降
、
全
国
で
７
０

０
万
人
と
い
わ
れ
る
団
塊
の
世
代
の

人
達
が
退
職
を
迎
え
る
。

国
で
は
こ
の
人
達
を
対
象
に
し
て

「
都
市
と
農
山
村
の
交
流
事
業
」
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
団

塊
の
世
代
が
退
職
後
の
生
き
が
い
の

場
と
し
て
、
農
村
と
の
交
流
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
る
。

村
の
農
林
業
復
活
の
た
め
、
本
制

度
の
活
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
団
塊
の
世
代
は
社
会
の
最

先
端
に
あ
り
、
優
れ
た
技
術
や
知
識

を
有
す
る
人
達
で
あ
る
。

い
ま
策
定
さ
れ
て
い
る
「
活
性
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
具
体
的
な
活
用

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

「
都
市
と
農
山
村
の
交
流
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
本
村
の
立
地
等
、
条

件
に
適
し
た
就
業
形
態
な
ど
議
論
を

深
め
、
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

「
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
活

用
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
団
塊
の
世

代
は
村
に
と
っ
て
貴
重
な
人
材
の
宝

庫
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

退
職
し
た
人
達
の
活
動
の
場
は
、

そ
れ
ま
で
の
職
業
分
野
に
と
ど
ま
ら

ず
、
趣
味
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
と
思
わ
れ

る
。
村
と
し
て
も
、
同
世
代
の
地
域

社
会
へ
の
参
加
を
促
進
し
、
地
域
や

産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
、
人
材
を

発
掘
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
。

世
界
の
国
々
、
我
が
国
で
も
台

風
災
害
、
地
震
災
害
で
尊
い
生
命
財

産
が
失
わ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま

す
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
の
マ
ス
コ
ミ

で
も
如
何
に
災
害
の
前
の
防
災
が
大

事
で
あ
る
か
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
本
村
で
も
過
日
、

集
中
的
な
大
雨
に
よ
り
学
校
か
ら
の

雨
水
が
道
路
に
溢
れ
出
し
、
側
溝
の

機
能
が
充
分
果
し
て
い
な
い
状
況
で

あ
り
、
長
時
間
続
け
ば
民
家
に
も
大

き
な
被
害
が
及
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

早
急
に
改
善
を
求
め
る
と
共
に
他
に

も
同
様
の
箇
所
が
あ
り
、
防
災
の
観

点
か
ら
行
政
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

９
月
９
・
10
日
の
時
間
的
雨
量

が
40
ミ
リ
を
越
え
る
大
雨
で
崩
土
が

道
路
上
や
一
部
の
民
家
の
庭
に
流
れ

込
み
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
た
場
所
は
千
早
小

学
校
の
運
動
場
の
前
で
、
小
学
校
の

急
な
進
入
路
よ
り
の
流
れ
こ
み
や
、

水
の
集
ま
る
場
所
で
あ
り
な
が
ら
道

路
側
溝
の
勾
配
が
と
り
に
く
い
場
所

で
、
大
雨
の
た
め
排
水
で
き
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
改
善
の

方
向
で
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

尚
、
他
の
道
路
側
溝
に
お
い
て
も

引
き
続
き
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
毎
日
安

心
し
て
、
子
ど
も
達
を
学
校
へ
送
り

出
せ
る
よ
う
、
各
学
校
に
対
し
防
災

の
訓
練
を
通
し
て
生
徒
の
安
全
に
心

掛
け
る
よ
う
に
要
望
い
た
し
ま
す
。災害が発生した千早小学校前
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雑

感

雑

感

�

雑

感

雑

感

�

雑

感

�

田
中
議
員

村
内
の
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
調
査
と

今
後
の
対
応
策
は
万
全
か

村
内
の
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
調
査
と

今
後
の
対
応
策
は
万
全
か

我
が
国
は
四
季
折
々
の
変
化
が
豊

か
で
、
そ
の
季
節
に
よ
り
趣
を
み
せ

て
く
れ
ま
す
。

新
緑
の
春
、
深
い
緑
の
夏
、
紅
葉

の
秋
、
そ
し
て
雪
化
粧
の
冬
木
立
ち

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
心
を
和
ま
せ
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

山
は
私
た
ち
の
生
活
に
も
大
き
な

役
割
り
を
果
た
し
て
お
り
、
貴
重
な

資
源
で
あ
る
木
材
の
供
給
、
種
々
の

果
実
も
与
え
て
く
れ
、
た
く
さ
ん
の

動
物
も
そ
の
恵
み
を
受
け
棲
息
し
て

い
ま
す
。

ま
た
自
然
災
害
の
防
止
に
も
大
き

な
効
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

い
ま
世
界
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

地
球
温
暖
化
の
解
消
に
も
そ
の
果
た

す
役
割
り
は
測
り
知
れ
ま
せ
ん
。

山
林
の
育
成
は
大
切
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
国
家
ベ
ー
ス
で
取
り

組
む
事
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

本
村
も
全
面
積
の
80
％
が
山
林
で

す
。
こ
の
大
切
な
資
源
を
育
て
、
す

ば
ら
し
い
自
然
を
生
か
し
て
発
展
さ

せ
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
ま
す
。

Ｋ
・
Ｈ

浅
野
議
員

国
道
３
０
９
号
の
歩
道
設
置
を

国
道
３
０
９
号
の
歩
道
設
置
を

森
屋
地
区
内
の
菊
水
橋
か
ら
矢

場
武
橋
間
の
歩
道
設
置
は
一
部
を
残

し
完
了
し
た
が
、
神
山
南
交
差
点
ま

で
の
設
置
計
画
が
あ
る
の
か
。
特
に

森
屋
西
口
バ
ス
停
付
近
は
危
険
で
あ

り
、
何
ら
か
の
対
処
を
願
う
。

河
南
赤
阪
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に

よ
り
、
森
屋
地
区
内
の
交
通
量
も
減

っ
て
お
り
、
現
在
は
計
画
が
な
い
。

森
屋
西
口

バ
ス
停
付

近
は
、
今

後
、
側
溝

の
整
備
を

府
に
要
望

し
て
い
く
。

村
内
の
公
共
施
設
に
お
け
る
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
一
般
住
宅

に
つ
い
て
、
住
民
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
へ
の
対
処
方
法
は
。

８
月
23
日
に
「
千
早
赤
阪
村
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
連
絡
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。
そ
の
中
で
調
査
方
法
は
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に
よ
り
目
視
確

認
調
査
を
実
施
す
る
。
調
査
結
果
は

速
や
か
に
公
表
し
、
対
策
を
検
討
す

る
。
民
間
の
建
築
物
の
解
体
に
つ
い

て
は
、
届
出
が
必
要
（
80
g
以
上
）

と
な
り
、
建
築
確
認
申
請
時
等
に
指

導
し
て
い
る
。
な
お
、
10
月
号
広
報

に
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
相
談
窓
口
等

を
掲
載
し
、
住
民
に
周
知
す
る
。

校
区
ご
と
の
意
見
集
約
が
終
わ

り
、
今
後
と
も
保
護
者
等
の
十
分
な

意
見
を
賜
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

た
い
。

校
区
別
懇
談
会
を
受
け
て
、
要

望
及
び
住
民
に
対
す
る
説
明
会
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

本
村
で
は
ど
の
よ
う
な
ア
ス
ベ

ス
ト
調
査
と
、
対
応
策
を
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
村
内
の
公
共

施
設
の
調
査
は
何
個
所
行
う
か
伺
う
。

８
月
に
役
場
関
係
課
に
よ
る
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
連
絡
会
を
発
足
し
、

調
査
内
容
や
調
査
対
象
建
物
の
把
握

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
平
成
８
年
以

前
に
竣
工
し
た
建
築
物
に
使
用
さ
れ

て
い
る
石
綿
等
で
、
吹
き
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
含
有

す
る
石
綿
の
重
量
が
１
％
を
超
え
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
公

共
施
設
を
対
象
と
し
、
予
算
計
上
し

た
箇
所
は
15
施
設
で
あ
り
ま
す
。

も
し
使
用
施
設
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
公
表
し
、
ま
た
健
康
診
断
を
ぜ

ひ
と
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
し

ま
す
。

中
津
原
地
内
の
木
材
総
合
セ
ン

タ
ー
内
に
新
設
さ
れ
た
「
樹
木
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
概
要
は
。

今
日
の
森
林
林
業
を
取
り
巻
く

社
会
状
況
が
厳
し
い
中
、
未
利
用
残

材
等
の
木
質
資
源
の
有
効
利
用
を
図

る
目
的
で
木
材
等
を
破
砕
し
、
発
電

用
燃
料
等
に
利
用
さ
れ
、
木
質
燃
料

チ
ッ
プ
と
す
る「
木
屑
の
破
砕
施
設
」

で
あ
り
ま
す
。

大
気
汚
染
等
の
周
辺
の
生
活
環
境

影
響
調
査
で
も
周
辺
に
及
ぼ
す
影
響

は
小
さ
い
と
の
結
果
が
出
て
お
り
、

南
河
内
の
林
業
振
興
の
た
め
に
も
必

要
な
施
設
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
南
河
内
樹
木
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
の

概
要
は

「
南
河
内
樹
木
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
の

概
要
は

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
・
対
策
は

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
・
対
策
は

小
学
校
の
統
廃
合
は

小
学
校
の
統
廃
合
は
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村
の
再
生
に
向
け
て

村
の
再
生
に
向
け
て

▲10月７日（金） 住民説明会（千早小学校体育館）

人
件
費
の
削
減
に
つ
い
て

¡
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
す
る
な
ら
、
ま
ず

人
件
費
を
カ
ッ
ト
し
、
我
々
も
（
行
政
も
）

努
力
し
て
い
る
と
い
う
目
に
見
え
る
取
組

み
を
し
な
い
と
納
得
で
き
な
い
。

¡
も
っ
と
特
別
職
の
給
料
カ
ッ
ト
を
行
い
、

使
う
べ
き
と
こ
ろ
に
使
う
べ
き
だ
。

議
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て

¡
行
政
の
み
な
ら
ず
、
議
員
の
給
料
カ
ッ
ト

の
取
組
み
を
す
べ
き
で
あ
る
。
特
別
職

（
現
在
15
％
カ
ッ
ト
）
と
同
じ
カ
ッ
ト
率

に
す
べ
き
で
あ
る
。

¡
議
会
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
再
生
委
員
会

で
も
議
論
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

¡
使
用
料
や
手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
仕
方
な
い
と
思
う
が
、
住
民
票
の
発

行
な
ど
土
日
・
祝
日
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

で
き
な
い
の
か
。

¡
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
可
能
な
施
設
な
ど

は
民
間
活
力
導
入
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

¡
「
情
報
公
開
の
推
進
」
と
あ
る
が
、
住
民

に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
情
報
が
伝
わ
っ

て
来
な
い
。

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

¡
以
前
に
役
場
の
窓
口
担
当
者
に
相
談
し
た

が
、
対
応
が
非
常
に
悪
か
っ
た
。
も
っ
と

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

も
っ
と
職
員
の
意
識
改
革
の
徹
底
を
図
っ

て
ほ
し
い

¡
人
材
育
成
の
推
進
で
の
取
組
み
で
、
人
事

評
価
制
度
の
導
入
を
積
極
的
に
行
っ
て
ほ

し
い

今
後
の
財
政
収
支

見
通
し
に
つ
い
て

¡
５
年
後
の
平
成
21
年
度
に
収
支
均
衡
を
図

る
と
い
う
財
政
収
支
見
通
し
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
財
政
が
悪
く
な
っ
た
原
因
の
究

明
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
見
通
し
の
甘

さ
が
原
因
だ
と
思
う
が
、
議
員
に
も
責
任

の
一
端
が
あ
る
。
今
後
、
住
民
の
代
表
者

で
あ
る
議
員
も
い
っ
し
ょ
に
自
主
的
な
行

財
政
改
革
の
取
組
み
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

¡
今
後
の
取
組
み
目
標
で
職
員
数
を
５
年
後

に
20
人
削
減
し
、
89
人
と
す
る
と
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
村
民
（
高
齢
者
か

ら
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
含
む
）
約
70
人
で
一
人

の
職
員
数
と
な
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
カ

ッ
ト
す
る
前
に
残
っ
て
い
る
基
金
（
積
立

金
）
を
取
り
崩
し
、
村
長
、
議
員
、
職
員

の
給
料
を
減
ら
せ
ば
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て

¡
千
早
赤
阪
村
は
、
自
然
が
あ
り
、
大
阪
市

内
ま
で
車
で
１
時
間
程
度
で
比
較
的
に
便

利
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
か
ら
も
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て

住
宅
開
発
な
ど
人
口
を
増
や
し
た
り
、
大

手
企
業
と
手
を
結
び
村
税
収
入
の
増
を
図

れ
ば
よ
い
と
思
う
。

元
気
な
村
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
住

民
の
暮
ら
し
が
安
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
災
害
対
策
へ
の
取
組
み
も
大
事
で
あ

る
。

¡
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
道
の
駅
を
そ
こ
へ
移
設
し
て

活
性
化
を
図
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

¡
多
く
の
公
共
施
設
が
バ
ラ
バ
ラ
で
総
合
的

に
機
能
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
連
携
が
と

れ
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
思
う
。

¡
地
域
の
活
性
化
に
は
、
国
道
３
０
９
号
の

第
二
期
工
事
区
間
の
早
期
開
通
が
必
要
と

思
う
。

¡
こ
の
素
案
の
ま
ま
で
は
、不
十
分
で
あ
り
、

誰
が
、
ど
こ
で
、
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
秘
書
政
策
課

９
月
16
日
開
催
の
第
７
回
再
生
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
提
案
や
意
見
を
集
約
し
た
「
千
早
赤
阪
村
元

気
プ
ラ
ン
（
素
案
）
概
要
版
」
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
た
た
き
台
と
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
、
10
月
７
日
（
金
）
か
ら
10
日
（
祝
）
の
４
日
間
、
小
学
校
区

単
位
で
住
民
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

住
民
説
明
会
で
は
、
合
計
１
５
２
人
の
参
加
が
あ
り
、
概
要
版
で
示
し
た
取
組
み
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に

取
組
み
を
強
化
す
べ
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
・
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
月
号
は
、
住
民
説
明
会

で
の
主
な
意
見
や
提
案
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



人
権
擁
護
委
員
は
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
な
ど
に
お

け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
女

性
を
め
ぐ
る
各
種
の
人
権
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
相

談
に
応
じ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
中
（
11
月
12
日
〜
25
日
ま

で
）、
全
国
一
斉
相
談
日
を
開
設
し
、

専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
い

た
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

女
性
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
電
話
番
号

1
06（
６
９
４
２
）１
２
３
８

相
談
員

大
阪
府
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
の
人
権
擁
護
委
員

（
女
性
の
人
権
問
題
に
詳

し
い
人
権
擁
護
委
員
が
担

当
し
ま
す
。）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

人
権
週
間
に
お
け
る
人
権
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
、
世
界
人
権
宣
言

の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
た

め
、
早
さ
を
競
わ
ず
、
晩
秋
の
紅
葉

を
眺
め
な
が
ら
、
家
族
揃
っ
て
歩
く

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
ま

す
。

月
日
　
12
月
３
日（
土
）

場
所
　
大
泉
緑
地
公
園

受
付
　
午
前
10
時
30
分
〜

競
技
開
始

午
前
11
時
30
分
〜

参
加
費
　
無
料

主
催
　
堺
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

〈
問
い
合
わ
せ
〉

堺
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

1
０
７
２
（
２
２
１
）
２
７
８
９

電
気
系
統
点
検
の
た
め
、
次
の
時

間
帯
の
み
全
館
休
館
い
た
し
ま
す
。

月
日
　
11
月
27
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉
社
会
教
育
課

ま
ち
を
歩
く
と
、
は
り
紙
や
立
看

板
、
広
告
旗
と
い
っ
た
広
告
物
が
よ

く
目
に
つ
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
広
告
物
は
、
あ
る
面
で

は
私
た
ち
に
と
っ
て
情
報
を
得
る
上

で
便
利
な
も
の
で
す
が
、
無
秩
序
な

状
態
で
氾
濫
す
れ
ば
、
良
好
な
景
観

や
自
然
の
風
景
を
損
ね
る
だ
け
で
な

く
、
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
や
車
を

運
転
す
る
際
、
視
界
の
妨
げ
に
な
る

な
ど
、
安
全
性
に
も
か
か
わ
っ
て
き

ま
す
。

村
で
は
、
大
阪
府
よ
り
除
去
権
限

を
受
け
、
定
期
的
に
違
法
屋
外
広
告

物
の
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。
違
法

な
広
告
物
を
な
く
し
、「
美
し
い
魅

力
あ
る
千
早
赤
阪
村
」
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
建
設
課

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
減
少
を

目
的
と
し
て
、
全
国
一
律
す
べ
て
の

住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。

戸
建
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ

ー
ト
、
寮
な
ど
寝
室
を
と
も
な
う
住

宅
す
べ
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
既

に
消
防
法
に
基
づ
く
火
災
報
知
設
備

を
設
置
済
の
と
こ
ろ
は
対
象
外
で
す
。

設
置
期
間
に
つ
い
て
、
新
築
住
宅

は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
必
要
で

す
。
既
存
の
住
宅
は
条
例
に
よ
り
猶

予
期
間
を
お
い
た
後
に
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
が
、
周
知
期
間
や
製

品
の
低
価
格
化
お
よ
び
負
担
を
考
慮

し
て
５
年
後（
平
成
23
年
６
月
１
日
）

ま
で
の
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

歳
末
助
け
合
い
募
金

配
分
見
舞
金

村
社
会
福
祉
協
議
会
（
共
同
募
金

会
）
で
は
次
に
該
当
す
る
人
か
ら
の

申
請
に
よ
り
見
舞
金
を
贈
り
ま
す
。

対
象

10
月
31
日
現
在
、
村
に
半
年

以
上
居
住
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
（
１
級
）・
療
育
手
帳

を
も
っ
て
い
る
人

見
舞
金

５，

０
０
０
円

受
付
　
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
小

吹
台
連
絡
所
に
あ
る
申
請
書

に
記
入
し
11
月
30
日（
水
）

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

献

血
医
療
機
関
で
は
、
毎
日
一
定
量
の

新
鮮
な
輸
血
用
血
液
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い
の
上
、
献

血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
　
11
月
14
日（
月
）

¡
小
吹
台
連
絡
所
前

午
前
10
時
〜
正
午

¡
保
健
セ
ン
タ
ー
前

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

寄

付
ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
井
ノ
本
良
一

１
０
０，

０
０
０
円

亡
母
つ
た
子
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
〜
15
日

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎

え
防
火
の
重
要
性
を
理
解
し
て
頂
く

た
め
11
月
９
日（
水
）か
ら
15
日（
火
）

ま
で
「
平
成
17
年
度
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

12

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
開
設

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

Ｄ
Ｅ

人
権

く
す
の
き
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

違
法
屋
外
広
告
物
の
な
い

美
し
い
村
を

皆
さ
ん
の
家
に
も
火
災
警
報
器

が
必
要
と
な
り
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

人権イメージキャラクター
人KENまもる君・人KENあゆみちゃん



〜
就
職
支
援
に
関
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
〜

10
月
３
日
、
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー

内
に
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
し
ご
と
館
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

働
く
意
欲
と
能
力
が
あ
り
な
が
ら
、

就
労
に
あ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
な

要
因
を
抱
え
て
い
る
人
な
ど
の
就
職

に
向
け
た
支
援
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
し
ご
と
館

1
06
（
６
９
４
１
）
０
０
５
６

村
地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

働
く
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
何
ら
か

の
就
労
を
妨
げ
る
要
因
を
抱
え
て
い

る
こ
と
で
就
職
が
困
難
な
障
害
者
・

母
子
家
庭
の
母
親
・
中
高
年
齢
者
・

臨
時
的
な
仕
事
に
従
事
し
将
来
に
不

安
を
お
持
ち
の
若
年
者
の
た
め
に
、

地
域
就
労
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
雇

用
・
就
労
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

の
開
庁
日

場
所
　
村
地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

（
産
業
振
興
課
内
）

※
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

村
地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
産

業
振
興
課
内
）

「
木
に
な
る
夢
銀
行
」
は
子
ど
も

た
ち
が
集
め
た
ド
ン
グ
リ
を
預
か

り
、
苗
木
に
育
て
て
お
返
し
す
る
銀

行
で
ド
ン
グ
リ
を
預
け
て
い
た
だ
く

と
、「
ど
ん
ぐ
り
通
帳
」
を
発
行
し

ま
す
。
春
に
は
、
ド
ン
グ
リ
２
０
０

個
に
つ
き
１
本
の
苗
木
を
お
返
し
し

ま
す
。

地
域
の
緑
化
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
。
ド
ン
グ
リ
の
受
付
は
大
阪
府
南

河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
で
11
月

30
日（
金
）ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
幼
稚
園
、
小
学
校
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事

務
所
地
域
政
策
室

1
@5
１
１
３
１

〜
平
成
18
年
度
均
等

推
進
企
業
表
彰
〜

厚
生
労
働
省
で
は
、
女
性
労
働
者

の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
の
積

極
的
取
り
組
み
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク

シ
ョ
ン
）
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
企
業
を
対
象
と
し
た
「
均
等
推
進

企
業
表
彰
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
間
は
平
成
17
年
11
月
30
日

（
水
）ま
で
で
す
。
応
募
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
労
働
局
雇
用
推
進
室

1
06
（
６
９
４
１
）
８
９
４
０

平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
大
阪
府

内
で
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
・
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

○
最
低
賃
金
に
違
反
し
た
場
合
は
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡

大
阪
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課
　

1
06
（
６
９
４
９
）
６
５
０
２

¡

羽
曳
野
労
働
基
準
監
督
署

1
０
７
２
９
%6
７
１
６
１

時
間
額
　
７
０
８
円

13

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
し
ご
と
館

が
オ
ー
プ
ン

地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

の
案
内

「
木
に
な
る
夢
銀
行
」

に
ご
協
力
を

女
性
労
働
者
の
能
力
発
揮

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
企
業
を
募
集

大
阪
府
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ

本
村
で
は
、
楠
木
氏
が
活
躍
し
た

中
世
と
い
う
時
代
が
ど
う
し
て
も
注

目
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
よ
り
も
古
い
時
代
に
も
目
を
向
け

る
資
料
と
し
て
、
こ
の
調
査
は
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

Vol.14

今
回
は
、「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
く

す
の
き
」
を
建
設
す
る
と
き
に
行
っ

た
発
掘
調
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

発
掘
調
査
は
、
平
成
14
年
６
〜
７

月
に
行
い
ま
し
た
。
隣
接
す
る
「
く

す
の
き
ホ
ー
ル
」
建
設
に
と
も
な
う

発
掘
調
査
な
ど
、
楠
公
誕
生
地
遺
跡

で
は
、
14
世
紀

の
土
器
な
ど
中

世
に
属
す
る
調

査
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の

「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
く
す
の
き
」

建
設
に
と
も
な

う
調
査
で
は
、

中
世
よ
り
も
時

代
の
古
い
古
代

の
土
器
な
ど
が

多
数
出
土
し
ま

し
た
。
ま
た
、

そ
の
時
期
は
特

定
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
住

居
跡
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

発掘現場（確認された住居跡）



教
育
委
員
会
で
は
、
９
月
初
め
か
ら
楠
木

城
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
、
将
来
の
整
備
に
備
え
る
の
た
め

の
も
の
で
す
。

今
回
は
、
主
郭
（
本
丸
）
部
北
側
の
平
坦

地
を
発
掘
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
面
積
は
、

約
19
㎡
。
楠
木
城
跡
は
昭
和
９
年
に
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
は
じ
め
て
の
発
掘
調

査
で
す
。

調
査
に
は
、
村
中
学
生
と
楠
公
史
跡
保
存

会
「
郷
土
史
友
の
会
」
の
み
な
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。
中
学
生
は
、
選
択
履
修
講
座
の

「
考
古
学
入
門
」
の
一
環
と
し
て
の
取
り
組

み
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
成
果
を
一
般
に
公
表
す
る

た
め
に
９
月
25
日（
日
）に
現
地
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。
説
明
会
に
は
、
１
９
７
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

１
は
じ
め
に

３
調
査
の
成
果

２
楠
木
城
跡（
上
赤
坂
城
）

に
つ
い
て

楠
木
城
跡
は
、
険
し
い
自
然
の
地
形
を
利

用
し
た
山
城
で
す
。
元
弘
２
年
（
１
３
３
２

年
）、
下
赤
坂
城
の
奪
還
に
前
後
し
て
楠
木

正
成
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
別
名
「
楠
木
本
城
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
ふ
だ
ん
は
「
上
赤
坂
城
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

s
現
地
説
明
会

元
弘
３
年
（
１
３
３
３
年
）
２
月
、
こ
の

城
が
鎌
倉
幕
府
軍
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
こ
と

が
『
楠
木
合
戦
注
文
』
や
『
太
平
記
』
か
ら

う
か
が
え
ま
す
。
縄
張
り
（
城
の
形
）
か
ら

判
断
す
る
と
14
世
紀
・
15
世
紀
・
16
世
紀
と

改
修
さ
れ
な
が
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

楠
木
城
跡
に
は
二
つ
の
頂
点
が
あ
り
ま

す
。
東
側
が
東
ノ
城
（
二
ノ
丸
）、
西
側
が

主
郭
（
本
丸
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

主
郭
は
標
高
約
３
５
０
ｍ
、
麓
と
の
差
は

約
１
８
０
ｍ
も
あ
り
ま
す
。
主
郭
北
側
の
平

坦
地
に
は
、
長
方
形
の
基
壇
の
よ
う
な
高
ま

り
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
遺
構
の
性
格

を
調
べ
る
た
め
、調
査
区
を
設
定
し
ま
し
た
。

14

s
ど
こ
ま
で
掘
る
の
か
な
？

s
調
査
進
行
中

国
史
跡
「
楠
木
城
跡
」

は
じ
め
て
の
発
掘
調
査



こ
の
高
ま
り
は
後
代
の
も
の
で
、
こ
の
下

か
ら
多
数
の
柱
穴
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
柱

穴
か
ら
は
柱
の
下
に
置
く
礎
石
を
確
認
し
て

お
り
、
建
物
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
焼
け
た
壁
土
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

遺
構
の
時
期
は
、
出
土
遺
物
か
ら
14
世
紀

後
半
か
ら
16
世
紀
に
か
け
て
の
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

出
土
遺
物
は
、
土
師
器
・
瓦
質
土
器
・
青

磁
椀
・
鉄
釘
・
銭
貨
・
壁
土
・
炭
化
物
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

土
師
器
皿
は
京
都
系
の
土
器
で
、「
か
わ

ら
け
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
底
部
に
へ

こ
み
を
も
っ
た
「
へ

そ
皿
」
と
い
わ
れ
る

小
皿
で
す
。
14
世
紀

末
か
ら
15
世
紀
の
遺

物
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
瓦
質
土
器
は
、

皿
と
す
り
鉢
で
す
。

皿
は
中
世
を
特
色
づ

け
る
瓦
器
椀
が
退
化

し
た
も
の
で
す
。
す

り
鉢
は
赤
く
変
色
し

て
お
り
、
二
次
焼
成

を
受
け
て
い
ま
す
。

14
世
紀
後
半
の
遺
物

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

焼
成
と
は
、
土
器

が
焼
け
る
こ
と
で
す
。
一
次
焼
成
は
、
最
初

に
土
器
を
焼
く
こ
と
を
指
し
ま
す
。
二
次
焼

成
は
、
そ
の
後
に
焼
け
る
こ
と
で
、
火
災
な

ど
で
火
を
受
け
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
す
り
鉢
は
火
災
で
燃
え
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
壁
土
も
赤
く
変
色
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
土
器
の
よ
う
に
硬
く
焼
き
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
火
災
を
受
け
て
焼

け
た
よ
う
で
す
。
壁
土
は
小
さ
い
破
片
で
す

が
、
た
く
さ
ん
出
土
し
て
い
ま
す
。
炭
も
こ

の
火
災
と
関
係
の
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

今
回
の
調
査
か
ら
は
、
楠
木
正
成
が
ど
の

よ
う
な
城
を
築
い
た
か
を
明
確
に
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
建
物
が

存
在
し
火
災
が
あ
っ
た
こ
と
、
出
土
遺
物
や

周
辺
か
ら
表
採
し
た
遺
物
か
ら
14
世
紀
か
ら

16
世
紀
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
城
で

あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

建
物
が
焼
失
し
た
火
災
に
つ
い
て
は
、

『
太
平
記
』
に
二
つ
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

元
弘
元
年
（
１
３
３
１
年
）
と
延
文
５
年

（
１
３
６
０
年
）
に
城
を
放
棄
す
る
際
、
自

ら
放
火
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
こ
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

『
太
平
記
』
で
は
、
上
赤
坂
城
と
下
赤
坂
城

の
区
別
が
な
く
、「
赤
坂
の
城
」
と
し
か
記

述
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
記

述
の
内
容
か
ら
、
元
弘
元
年
の
火
災
は
下
赤

坂
城
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

延
文
５
年
の
火
災
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

調
査
か
ら
楠
木
城
跡
（
上
赤
坂
城
）
の
火
災

で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
成
果
は
、
11
月
１
日（
火
）か
ら
12
月

４
日（
日
）ま
で
村
立
郷
土
資
料
館
　
企
画
展

「
山
城
を
発
掘
す
る
―
中
世
山
城
の
主
郭
―
」

で
展
示
し
ま
す
。

（
文
責
西
山
昌
孝
）

15

４
上
赤
坂
城
炎
上

s
建
物
の
礎
石

▲調査区の全景
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けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�〈問い合わせ〉健康福祉課
保健センター　1&20069

秋期がん検診の予約は６月から受け付けており、多数の
申込みがありました。胃・大腸がん検診につきましてはキ
ャンセル待ちの人が非常に多かったため、12月に検診日を
１日増やし、予約を受け付けています。

予防接種法の改正にともない、平成18年４月１日からは、
麻しん・風しんが混合ワクチンになり、２回接種に変わり
ます。
現在、麻しん・風しん予防接種の対象である１歳以上７

歳６カ月未満の人で、麻しん・風しんの予防接種のどちら
か一方または両方とも未接種の人は今年度中（平成18年３
月31日まで）に完了してください。
改正内容

現　行：１歳～７歳６カ月未満を対象に、麻しん・風し
ん各々のワクチンを１回ずつ接種

改正後：麻しん風しん混合ワクチンを第１・２期の２回
接種
¡第１期：１歳以上２歳未満
¡第２期：小学校就学前日までの１年間（５歳

以上７歳未満）
※詳細については、決まり次第、広報紙でお知らせします。

胃 ・ 大 腸 が ん

月　　日 11月９日（水）・12月14日（水）

受　　付 午前９時～11時15分

対　　象
受診日現在、40歳以上の人
※39歳以下の人は受診できません

受診できる回数 年１回

定　　員 各50人

内　　容
胃－問診・Ｘ線間接撮影
大腸－問診・便潜血検査

受 診 料 胃－400円・大腸－100円

胃・大腸がん検診予約受付中！
～ 12月に追加実施します ～

※11月9日はキャンセル待ちです。

場　所 保健センター
※負担していただく受診料はいずれも検査料金の１割程度
です。当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。福祉係へ
事前に申し出てください。）

※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。
※くすのき号は廃止になりましたのでご了承ください。
〈予約・問い合わせ〉

健康福祉課（保健センター）1&20069

麻しん・風しんの予防接種が変わります

※ＢＣＧ、三種混合（１期）、麻しん・風しんの予防接種
は、医療機関で実施する個別接種です。
※日本脳炎（１・２期）の予防接種は、厚生労働省の勧告
を受け、現在接種を見合わせています。
※小学校６年生を対象としたジフテリア・破傷風の予防接
種は、村立小学校での集団接種です。私学に通学してい
る人は、至急保健センターまで連絡ください。
※予防接種を受ける際の相談やお困りのことなどがあれば
保健センター（1&20069）に連絡ください。

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

種　類 月　日 対　象 備　考

生後●●●
ポ　リ　オ 12月21日（水）３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられま
せん。

¡平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。

健康診査＆相談など

な か よ し 広 場 11月８日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入
（親と子の交流会）11月30日（水）～11時30分 園前の乳幼児と

12月13日（火） 保護者
４か月児健康診査 午後１時 平成17年６月・

～１時15分 ～７月生
１歳児健康診査

11月16日（水）
午後１時15分 平成16年10月・
～１時30分 ～11月生

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 11月22日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後 食事療法が必要
個別健康栄養相談 11月25日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善
したい人

あかちゃん広場 11月30日（水）午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児

健康・育児・介
保健師による

11月９日（水）
護など相談を希

健 康 相 談 11月11日（金） 望する人

午前９時30分
子どもに関する 11月21日（月） ～正午
悩 み 相 談

種　　　類 月　日 受　付 対　　象健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

午後
１時30分
～３時30分
午前
９時30分
～11時30分

11/18（金）は
午前９時30分

～11時
11/29（火）は
午前９時45分
～11時45分

子どもやその家族
で悩み（子どもの
発達、しつけ、不
登校、非行など）
のある人

（場所：保健セン
ター１階相談室）

富
田
林
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー

1
@5
１
１
３
１

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

第１・３ 午前
一 般 健 康 相 談 水曜日 ９時30分 有料・予約制

～10時30分
午前

こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒 第１・３ 午後１時

クラミジア 水曜日 ～２時

午前血　液　検　査 第１・３
９時30分～ 有料・予約制［肝炎ウイルス］ 水曜日
10時30分

療　育　相　談
11月18日（金） 予約制
11月29日（火）

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

身体に障害のある
児（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

］［

や
ま
ゆ
り

（月曜日が祝日
の時は翌日）
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小吹台 今　中 雅　之さん
＜20歳　獅子座＞

近況は・・・

桃山学院大学で経営学の勉強をしています。

夢は・・・

今、勉強をしていることを生かせる仕事に就

きたいです。

最近、楽しいと思ったことは・・・

ミナミ（難波）の飲み屋で大学の友だちから、

20歳の誕生日を祝ってもらったことです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

自然がいっぱいあり、住み心地のよいところ

です。これからも歴史あるこの村をずっと残し

てほしいと思います。

来月号は・・・

中学校の同級生の赤阪小百合さんです。

赤阪さんへメッセージを・・・

元気？機会があったらまた遊ぼう！

２歳のとき、家
族で滝畑に川遊び
に行ったときです。

ＭasayukiI manaka

186

わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�

わが
やのホープわが
やのホープ

いつも優しいお兄ちゃんとやんちゃな弟。
ずっと仲良し兄弟でいてね。 母・佐知子さん

きただ　まさきくん
（ 北　 田　　　　将　　希 ）

平成10年10月21日生まれ

きただ　てるきくん
（ 北　 田　　　　光　　希 ）

平成16年１月８日生まれ

森屋

“ナオの笑顔”がママの宝物です。 母・ゆかりさん

なかた　なおきくん
（ 中　田　　　　 直　毅　）

平成16年２月17日生まれ

森屋

参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１
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わぁい！サツマイモ

10月４日、こごせ幼稚園園児たちが楠公史跡保存会の
協力によりサツマイモ堀りを体験しました。
園児たちは、サツマイモが顔を出すたびに大喜びし、

また、ミミズやカエルなどの虫たちに驚いていました。
収穫したサツマイモは、園児がそれぞれ持ち帰り、余

ったサツマイモは幼稚園で蒸かして食べました。

●イモ堀り体験●

がんばりました

9月25日、産経杯三都連盟秋季ソフトボール大会が村
民運動場で行われました。結果は次のとおりです。
優　勝 小吹アローズＡ（写真）
準優勝 イカリックス

●秋季ソフトボール大会●

受彰おめでとうございます

10月７日、パレスホテル（東京）でス
ポーツ優良団体文部科学大臣表彰が
行われ、村体育協会が中山成彬文部
科学大臣から表彰さ
れました。
表彰式には村
体育協会会長
谷　準二さん
が出席されま
した。

●村体育協会●

10月６日、（財）全国防犯協会連
合会より、長年にわたり地域防犯
活動に努められた桐山の尾上庄治
さんに、防犯栄誉銅章が贈呈され
ました。

●防犯功労者●
９月24日、平成17年度大阪府体

育指導委員研修会が「ドーンセン
ター」で開催され、村体育指導委
員の安尾健也さんが大阪府体育指
導委員功労者として表彰されまし
た。

●村体育指導委員●
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

秋空の下、思いきり体を動かしました

10月９日、第25回村民体育祭が開催されました。
中学校吹奏楽部の生演奏による入場行進で始まり、
各競技に汗を流しました。
恒例のつなひき競技・玉入れ競技に加え、新しく

酒の恩返し競技が加えられ各競技とも白熱した対戦
が繰り広げられました。他の種目でも真剣さのなか
に微笑ましい場面もあって、参加した人は地域の交
流とスポーツの秋を満喫していました。

主な結果は次のとおりです。
（敬称略）
○地区対抗つなひき競技

優　勝　小吹チーム
準優勝　下東阪チーム
第３位　中津原チーム・上東阪チーム
○地区対抗玉入れ競技

優　勝　小吹Ｂチーム
準優勝　下東阪Ａチーム
第３位　上東阪Ｂチーム
○地区対抗酒の恩返し競技

優　勝　下東阪チーム
準優勝　小吹台チーム
第３位　吉年チーム
○100ｍ走競技
小学生高学年男子の部１位　大保善徳
小学生高学年女子の部１位　矢倉佳成胡
中学生男子の部１位　田和英人
一般男子の部１位　中岡基行
○50ｍ走競技
小学生低学年男子の部１位　大西千洋
小学生低学年女子の部１位　篠原詩織
中学生男子の部１位　北村祐一
中学生女子の部１位　日谷知姫呂
一般女子の部１位　岩田中恵
○ＰＴＡ対抗リレー

優　勝　小吹台小学校ＰＴＡ
○小学校区対抗リレー（児童）

優　勝　赤阪小学校

●第25回村民体育祭●
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多
様
化
す
る
悪
質
商
法
と

ね
ら
わ
れ
る
消
費
者

日
常
生
活
は
便
利
に
な
り
、
商
品
の
種
類
は
増
え
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
の
多
様
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
訪
問
販
売
、
通
信
販
売
、
電
話
勧

誘
販
売
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
販
売
方
法
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

支
払
い
方
法
も
、
後
払
い
、
分
割
払
い
の
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
カ
ー
ド
決
済
な
ど
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
多
様
化
は
日
常
生
活
で
は
利
便
性
が
増
し
、
あ
り
が
た
く
思

え
ま
す
。
そ
の
反
面
、
悪
質
商
法
の
多
様
化
に
も
結
び
つ
い
て
い
ま

す
。悪

質
商
法
の
被
害
者
の
年
代
は
、
20
歳
代
、
30
歳
代
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
男
女
別
で
は
男
性
の
割
合
が
や
や
高
く
、
職
業

別
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
最
も
多
い
の
で
す
。
手
口
別
で
は
、
こ
こ

数
年
、
電
話
勧
誘
販
売
被
害
が
他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
１
位
を
独

占
し
て
い
ま
す
。
電
話
勧
誘
販
売
で
被
害
に
あ
っ
た
人
は
何
度
も
狙

わ
れ
や
す
く
、
次
々
販
売
被
害
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
購

買
活
動
が
盛
ん
な
層
は
被
害
も
多
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
つ

ま
り
、
消
費
生
活
で
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
を
買
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
り
す
る
購
買
活
動
を
し
て
い
る
消
費
者
で
あ
る
以
上
、
誰
で

も
被
害
に
あ
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

社
会
の
第
一
線
で
働
い
て
い
て
、
社
会
経
験
も
知
識
も
あ
る
か
ら

消
費
者
被
害
に
は
あ
わ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
自
分

の
仕
事
な
ど
で
「
知
識
や
経
験
が
あ
る
」
と
い
っ
て
も
、
消
費
生
活

を
送
る
う
え
で
業
者
と
「
知
識
や
情
報
、
交
渉
力
の
格
差
が
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
の
う
え
で
は
プ
ロ
で
も
「
消

費
生
活
で
は
素
人
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
利
便
性
が
増
す
時
代
に
は
、

自
己
管
理
や
悪
質
商
法
へ
の
注
意
が
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

千
早
赤
阪
村
は
、
大
阪
府
と

共
同
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ

る
健
康
不
安
の
解
消
と
肺
が
ん

な
ど
の
疾
患
の
早
期
発
見
の
た

め
に
、「
緊
急
肺
が
ん
検
診
」
を

無
料
で
実
施
し
ま
す
。

日
時
１
日
目
11
月
30
日（
水
）

２
日
目
12
月
12
日（
月
）

受
付
時
間

午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

場
所
　
大
阪
府
富
田
林
保
健
所

内
容
　
胸
部
Ｘ
線
検
査
・
喀
痰

細
胞
診

¡
健
康
相
談
（
希
望
者
の
み
）

対
象
者
　
千
早
赤
阪
村
に
在
住

の
40
歳
以
上
の
人
で
、
以
下

の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
人

ア．

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業

所
元
従
業
員
、出
入
り
業
者

イ．

上
記
の
家
族
の
人

ウ．

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業

所（
現
在
・
過
去
）周
辺
に

お
住
ま
い
の
人

※
本
年
す
で
に
職
場
や
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
肺
が
ん
検
診
を

受
け
ら
れ
た
人
は
同
じ
検
診

を
２
回
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

費
用

無
料

申
し
込
み
方
法

電
話
で
11
月

22
日（
火
）ま
で
に
直
接
左
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
〉

¡
大
阪
府
富
田
林
保
健
所
　
地

域
保
健
課
　
1
@3
２
６
８
１

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ

ー
）
1
&2
０
０
６
９

緊
急
肺
が
ん
検
診
の
実
施
に
つ
い
て

〜
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
住
民
の
健
康
不
安
の
解
消
〜

短

歌

コ

ー

ナ

ー

岡
　
蓁
　
子

ひ
さ
び
さ
に
形
見
の
時
計
腕
に
巻
き
母
の
在
り
に
し
日
に
さ
か
の
ぼ
る

菊
　
井
　
由
起
子

母
と
居
る
二
人
の
時
の
ゆ
る
や
か
に
穂
芒
の
上え

の
立
待
の
月

松
　
田
　
美
智
子

天
上
の
宴
の
ご
と
き
観
月
祭
の
雲
間
に
今
し
待
宵
の
月

川
　
邊
　
順
　
子

弟
の
誕
生
待
ち
い
し
二
歳
の
児
生
ま
れ
し
弟
に
ほ
ほ
ず
り
を
す
る

尾
　
崎
　
茂
　
子

法
師
　
時
に
忙
し
く
時
に
止
み
日
中
の
空
は
秋
の
気
配
す

◆
一
般
書

そ
の
日
の
ま
え
に
　
　
　（
重
松
清
）

風
味
絶
佳
　
　
　
　
　（
山
田
詠
美
）

覇
王
の
夢
　
　
　
　
　
　（
津
本
陽
）

容
疑
者
Ｘ
の
献
身
　
　（
東
野
圭
吾
）

悪
意
の
手
記
　
　
　
　（
中
村
文
則
）

幽
霊
包
囲
網
　
　
　
　（
赤
川
次
郎
）

十
津
川
警
部
「
子
守
唄
殺
人
事
件
」

（
西
村
京
太
郎
）

隠
居
の
日
向
ぼ
っ
こ（
杉
浦
日
向
子
）

τ
（
タ
ウ
）
に
な
る
ま
で
待
っ
て

（
森
博
嗣
）

良
寛
さ
ん
の
べ
か
ら
ず
帖（斉

藤
茂
太
）

ハ
ピ
ネ
ス
気
分
で
山
歩
き

（
平
野
恵
理
子
）

プ
ロ
に
学
ぶ
や
き
も
の
づ
く
り
の
コ
ツ

（
柴
田
良
三
）

◆
児
童
書

お
ば
け
と
し
ょ
か
ん

（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
メ
リ
ン
グ
）

ね
ず
み
く
ん
と
か
く
れ
ん
ぼ

（
上
野
紀
子
）

ゆ
う
か
ん
な
ち
び
の
お
針
子

（
ジ
ゼ
ル
・
ポ
タ
ー
）

【
お
は
な
し
会
】

日
時
　
11
月
９
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所
　
こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象
　
幼
児



相　　談

弁護士による無料法律相談を実施い
たします。
今まで、弁護士にご相談されたこと
がない人も、この機会に一度ご相談さ
れてはいかがでしょうか。
民事、刑事、サラ金などのあらゆる
法律に関する相談に、お気軽にお越し
ください。
日時　11月17日（木）

午後１時～4時
場所　役場第２会議室
その他 事前予約制　

先着６人（申し込み順）
１人30分程度

主催　近畿弁護士会連合会法律相談セ
ンター委員会

〈問い合わせ〉総務課

村では、女性・障害者・子ども・高
齢者など人権問題全般に関する悩みに
ケースワーカーの助言や専門相談機関
の情報提供などを行います。気軽に相
談ください。
相談内容などのプライバシーは厳守
されます。事前に電話で予約してくだ
さい。
日時　電話・面接相談とも午前９時～

午後５時の開庁日
場所　住民課（相談室）
〈問い合わせ〉住民課

大阪労働局では、解雇、労働条件、
配置転換、昇進・降格、募集・採用、
セクハラなどの相談を「労働なんでも
相談ダイヤル」で受け付けています。
¡労働なんでも相談ダイヤル（通話料

無料）

70120（939）009

¡開設時間 土・日・祝祭日を除く平
日の午前９時から午後５時（携帯電
話、ＰＨＳ等移動体電話や大阪府外
からは利用できません。）

〈問い合わせ先〉

大阪労働局総務部企画室
106（6949）6050

天王寺社会保険事務所では、保険料
や年金受給資格などの相談に応じるた
め、出張徴収および年金相談を開催し
ますのでお気軽にお越しください。
日時　11月９日（水）

午前11時～午後３時30分
場所　いきいきサロンやまゆり

趣味活動室
〈問い合わせ〉

¡天王寺社会保険事務所
106（6772）7531（代）

¡保険課

募　　集

この大会は、南河内地域（６市２町
１村）に住む人たちにスポーツを振興
し、その普及発展とアマチュアスポー
ツ精神の高揚を図り、あわせて青少年
の健全な育成を願って開催されます。
月日　平成18年２月５日（日）
場所　パーフェクト・リバティー教団

（ＰＬ）本庁内コース
対象　南河内地域に在住・在勤・在学

の中学生以上の人
費用　１チーム3,000円
距離 ６区間　20.1km
受付　11月30日（水）までに費用と印鑑

を持参し、海洋センターへ申し
込みください。

〈問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

〈自衛隊生徒〉

高校同等教育

¡防衛大学校、一般大学等への進学機
会あり

¡高卒資格取得
国家公務員の身分と待遇

¡完全週休２日制
¡夏、冬、春季に、２週間前後の休暇

有り
¡被服類、寝具、食事、宿舎費は無料
「学び」が仕事

¡中堅技術者養成、将来の幹部自衛官
へ
応募資格

¡日本国籍を有する中卒（見込含）か
ら17歳未満の男子
受付期間

¡11月１日（火）から平成18年１月10日
（火）
試験期日

¡１次試験　平成18年１月14日（土）
〈申し込み・問い合わせ〉

自衛隊富田林募集事務所
1@43799

華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会では、今なお残る歴史をテ
ーマに、スタンプラリー形式のハイキ
ング「中世の浪漫を訪ねて」（３回シ
リーズ）を行います。ぜひ参加くださ
い。
月日　11月27日（日）（小雨決行、荒天

の場合12月４日（日））
集合場所　南海・近鉄河内長野駅
集合時間　午前９時30分～10時30分
受付場所　千早城跡
受付時間　午前10時～11時
参加方法　参加自由（現地集合）
参加費　無料（バス代は自己負担）
コース　南海・近鉄河内長野駅（バ

ス）＝金剛登山口→千早城跡
（受付）→千早神社→楠木塚→
国見城跡→伏見峠→（念仏坂）
→金剛山ロープウェイ前（ゴ
ール）（バス）＝南海・近鉄河
内長野駅　徒歩約８ｋｍ

参加特典　参加賞（毎回抽選で100人）
完歩賞（シリーズ全３回を
完歩した人全員）

〈問い合わせ〉

¡華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会事務局（河南町役場地域
振興課内）1(32500

¡近鉄大阪ハイキング係
106（6775）3566

¡南海テレフォンセンター
106（6643）1005
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みなみかわち歴史回廊

南大阪駅伝競走大会
参加チーム

弁護士無料法律相談

人権相談

労働なんでも相談

出張徴収・年金相談

防衛庁自衛官



効）
費用　無料
申込方法　はがき、またはＦＡＸ。
（氏名、人数、住所、電話・ＦＡＸ
番号を記入し申し込みください。）

〈申し込み・問い合わせ〉

〒540-8570
府健康福祉部障害保健福祉室内大阪
ふれあいキャンペーン実行委員会事
務局
106（6941）0351（内線4145）
506（6942）7215

南河内の農産物直売所で組織する
「南河内産直ネット（み・な・さ・ん
ネット）」がとれたての農産物や加工
品を販売します。
とれたての野菜と手作り味噌を使っ
た「野菜いっぱい鍋」や、景品が当た
るイベントもあります。
日時　12月４日（日）

午前９時～午後２時（小雨決行）
場所 富田林市農業公園（サバーファ

ーム）内
費用　入場無料
〈問い合わせ〉

大阪府南河内農と緑の総合事務所
農の普及課　1@51131

地球温暖化防止のために一人ひとり
ができることに気づき、体験しながら
学べる企画が盛り沢山♪デューク更家
氏、ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「風の
ハルカ」出演者も来場予定!!ガレージ
セールも同時開催。
日時 11月12日（土）、13日（日）

午前10時～午後４時
場所　万博記念公園自然文化園内お祭

り広場他
費用　無料（ただし、自然文化園入園

料として大人250円、小中学生
70円が必要）

〈問い合わせ〉

大阪府地球環境課内環境フェスティ
バル21運営委員会事務局
106（6941）0351（内線3885）
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「ふれあい楽市きらく市」会場内
※当日は南海・近鉄河内長野駅より往
復シャトルバスが運行されます。
内容　南河内地域の特産品の展示・即

売など。
〈問い合わせ〉

華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会事務局（河内長野市環境
経済部商工観光課）
1%31111

簡単なフラワーアレンジメントを楽
しみませんか。
３回とも参加できる人を募集します。

時間　Ａコース　午前10時30分～
Ｂコース　午後１時30分～

場所　小吹台コミュニティホール
定員　各コース　16人（先着順）
費用　5,000円（３回分）
受付　11月７日（月）９時から（定員に

なり次第締め切ります）
※くすのきホールから送迎車の運行を
行いますので、予約してください。

〈申し込み〉

社会教育課　1&21300

～「帰ってこいよ」の

松村和子さんと一緒に～

「障害者週間（12月3日から９日）」
の趣旨を広く周知し、障害や障害者を
取り巻く課題について正しい理解と認
識を深めることを目的として開催する
大阪ふれあい大会の参加者を募集しま
す。
日時　12月11日（日）

午後１時～４時
場所 高槻現代劇場
内容　セレモニー、アトラクション

（松村和子コンサートほか）など
募集期間　11月14日（月）まで（消印有

記録郵便で送付していますので、まだ
手元に届いていない人は、早急に問い
合わせてください。
〈問い合わせ〉保険課

催　　し

村では、村民の皆さんに人権問題を
身近な問題として受け止めていただく
ため、村人権協会と共催で「人権を考
える村民のつどい」を開催します。
日時 12月２日（金）

午後１時30分～
場所 くすのきホール 大ホール　　
内容　第１部　人権啓発ポスター・標

語コンクール表彰式
第２部　講演会「知的障害者の
長女といつも明るく」

講師 辻イト子さん
費用 無料
定員 300人
〈申し込み・問い合わせ〉

住民課

競走馬になることを夢見るけなげな
シマウマと心優しい牧場の仲間たちの
感動的なストーリーを、家族そろって
お楽しみください。
日時　12月４日（日）

①午前10時～　②午後２時～
場所 くすのきホール　大ホール
費用 無料　上映時間　102分
〈問い合わせ〉

社会教育課　1&21300

華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会では、南河内の魅力を知っ
ていただくため、観光ＰＲキャラバン
を実施します。
日時　11月20日（日）

午前９時～午後３時
場所　大阪府立花の文化園および宮の

下駐車場・河内長野市産業祭

村民のつどい講演会

くすのきホール映画会
「レーシング・ストライプ」

南河内観光ＰＲキャラバン
in 河内長野

女性講座

大阪ふれあい大会

み・な・さ・ん・ネット朝市祭

環境フェスティバル21

内容 講師

11月22日
（火） クリスマスリース

12月６日
（火） 新春の寄せ植え

12月27日
（火） 新春の生花

華
道
家

田
辺
加
代
さ
ん
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福　　祉

配偶者のない女子で18歳に満たない
児童を養育し、11月１日現在引き続き
６カ月以上村に居住し、住民登録また
は外国人登録をしている人は、村母子
家庭給付金を受けることができます。
世帯の前年の所得が児童扶養手当制度
の支給停止に相当する額以上である場
合は支給されません。
給付金の額

¡児童１人を養育している場合
年額 10,000円

¡児童２人を養育している場合
年額 15,000円

¡児童３人以上を養育している場合
年額 20,000円

受付

11月30日（水）まで、健康福祉課また
は小吹台連絡所で。
申請に必要なもの

印鑑、本人名義の銀行または農協の
通帳、その他必要に応じて提出する書
類があります。
〈問い合わせ〉健康福祉課

国 民 年 金

「いい老後」にちなみ、毎年11月６
日から12日までの１週間は、年金週間
です。
年金週間は国民一人ひとりが年金を
身近なものとして考え、公的年金制度
の意義や役割を正しく認識し、公的年
金制度の加入義務や保険料の納付義務
を正しく認識していただくため、実施

しています。
社会保険事務所では年金週間の期間

中、次のとおり、休日および夜間にお
ける年金相談の窓口を開設します。日
ごろ忙しくて年金相談に行けない人
は、年金手帳や年金証書を持参のうえ、
ぜひこの機会に最寄りの社会保険事務
所へお越しください。
また、国民年金保険料の納付もでき

ますので、納め忘れのある人はご利用
ください。
日時　11月６日（日）・12日（土）

午前９時30分～午後４時
11月７日（月）～11日（金）
午前８時30分～午後７時

〈問い合わせ〉天王寺社会保険事務所
106（6772）7531（代）

税

固定資産税第４期分の納期限は11月
30日（水）です。
期限内に納付していただくようお願い
します。なお、村民税および軽自動車
税の未納がある場合は、あわせて納付
してください。

〈問い合わせ〉税務課

村と富田林税務署では、給与支払者
（源泉徴収義務者）を対象に「年末調
整の仕方」および「給与支払報告書の

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

作成要領」についての説明会を次のと
おり開催しますので、ご出席ください。

※いずれも午後２時より
※不足の用紙などについては、会場で
お渡しします。
※車での来場はご遠慮ください。
〈問い合わせ〉

¡村税務課
¡富田林税務署　1@43281

人　　事

人権擁護委員にこのたび、異動があ
りました。 （敬称略）
再任

田中鈴代（小吹68－889）
1&27387

新任

西浦玲子（吉年260）
1&20382

退任 山本澄雄
〈問い合わせ〉住民課

国民健康保険

国民健康保険被保険者証は、11月１
日（火）から新しい保険証になり、旧保
険証は使えません。10月末までに配達
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村母子家庭給付金申請

年金週間（11月６日～12日）

固定資産税
人権擁護委員の異動

年末調整説明会
届きましたか
国民健康保険被保険者証

第４期

固定資産税 11月30日（水）

村・府民税 12月28日（水）

月　日 会　　場

ラブリーホール

11月28日（月）
小ホール
（河内長野市立

文化会館）

12月５日（月） 富田林市市民会館中ホール



ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

11月17日（木）
12月１日（木）

12月１日（木）

11月17日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

11月１日（火）
４日（金）・８日（火）
11日（金）・15日（火）
18日（金）・22日（火）
25日（金）・29日（火）
12月２日（金）
６日（火）

11月17日（木）

11月23日（水）

11月15日（火）予定

11月29日（火）予定

11月30日（水）予定

11月10日（木）
24日（木）

11月２日（水）
12月７日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,793人（＋11）

男　　3,242人（＋７）

女　　3,551人（＋４）

世帯数　2,308戸（＋６）

９月末日現在、（ ）は対前月比
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この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙�

100

村でとれた新鮮な農産物の特売コーナー、森林組合によるトントン
教室や写真展コーナーなど楽しい催しものがいっぱいです。お気軽に
ご来場ください（詳しくは折り込みチラシをご覧ください）。
日　時 11月20日（日）午前10時～午後２時
場　所 大阪南農業協同組合赤阪支店
駐車場　赤阪小学校運動場
〈問い合わせ〉産業振興課

第２回農業フェアーの開催

トピッ クス

今月号から村の代名詞である金剛山を中心とした豊かな自然を
訪ねます。
※先月号では、11月号から「農村風景のんびりコース」の紹介を予定していましたが、
予定を変更し「金剛山ぐるり・自然満喫コース」の紹介とさせていただきます。

■ 千早城跡

千早城跡は、金剛山中腹、三方を谷に囲まれた難攻不落の山城。
1333年、楠木正成が鎌倉幕府軍の大軍をこの千早城に迎え、急峻
な地形を利用したり、わら人形の奇策など独特の戦法で100日間
籠城し、敵を悩ませた。「千早100日籠城」の舞台となったのは有名。
また、11月頃から紅葉や楓などが赤や黄色に色づきはじめ、金

剛山の秋を演出します。

▲千早城跡への階段

▲千早城跡

千早城跡�
　d�
転法輪寺・葛木神社�
　d�
ちはや星と自然の�
ミュージアム�
　d�
樹氷まつり�
　d�
村営宿泊施設�
「香楠荘」�
　d�
カタクリの花�
　d�
金剛山ロープウェイ�

金剛山ぐるり・自然満喫コース
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